
立
命
館
大
学
図
書
館
に
新
収
さ
れ
た
曼
殊
院
宮
良
恕
親
王
筆
『
詠
百
首
和

歌
』
一
軸
（
請
求
記
号
〈911.15/R

96
〉、
資
料
番
号
〈11003488640

〉）

に
つ
い
て
論
述
す
る
。

同
本
は
、
二
重
箱
入
。
外
箱
は
改
装
黒
塗
台
箱
で
あ
る
。
内
箱
は
桐
製

で
、
蓋
表
に
「
百
首
詠
歌
曼
殊
院
宮
法
親
王
良
恕
筆
」
と
墨
書
。
蓋
裏
に
は
、

方
形
陰
刻
朱
印
（
印
記
「
本
願
寺
印
」）
を
捺
印
す
る
。

巻
子
本
一
軸
。
寸
法
、
竪
二
三
・
〇
糎
、
横
七
一
九
・
二
糎
。
浅
黄
色
地

曼
殊
院
宮

唐
草
等
文
様
金
襴
表
紙
。
金
空
押
題
簽
に
外
題
「
良
恕
法
親
王
百
首
歌
」
と

墨
書
。
銀
紗
綾
形
地
文
様
紙
金
銀
切
箔
砂
子
等
撒
見
返
。
後
述
の
と
お
り
、

表
装
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
に
改
め
ら
れ
、
現
在
に
至
る
と
推
測

す
る
。

本
文
料
紙
は
斐
紙
。
内
題
「
詠
百
首
和
歌
」
と
あ
り
、
下
に
「
沙
門
良

恕
」
と
記
す
。
本
文
は
、「
関
路
早
春
」
以
下
の
藤
川
百
首
題
（
た
だ
し
、

「
古
渡
秋
霧
」
は
「
古
渡
夕
霧
」、「
社
頭
祝
言
」
は
「
社
頭
祝
君
」）
に
よ
る

百
首
。
一
首
は
二
行
書
き
で
あ
る
。
本
文
を
見
せ
消
ち
し
、
右
傍
に
書
き
入

れ
し
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
題
の
下
に
、
鉤
点
を
か
け
、
二
行
の
小
書
き

で
和
歌
を
書
く
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
も
含
め
、
本
文
は
一
筆

書
き
か
と
思
わ
れ
る
。

巻
軸
に
、
つ
ぎ
の
記
述
が
あ
る
。

此
百
首
者
従
上
巳
始
而
六
月
十
四
日
遂
其
功

畢
然
者
依
好
便
此
一
巻
令
清
書
中
院
入
道

合
點
之
儀
所
望
之
処
及
再
吟
後
悔
之
事
数
多

宮

在
之
間
式
部
卿
◦
江
先
御
談
合
申
御
不
審
之
所
々

令
改
作
重
而
中
院
入
道
遣
之
候
也

慶
長
十
四
年
八
月
廿
六
日

こ
の
百
首
は
、
三
月
三
日
よ
り
始
め
、
六
月
十
四
日
に
詠
み
遂
げ
た
。
一

巻
に
清
書
し
、
中
院
入
道
に
合
点
を
所
望
し
た
と
こ
ろ
、
再
吟
と
な
っ
た
。

式
部
卿
宮
へ
談
合
申
し
、
御
不
審
の
箇
所
を
改
作
し
、
再
び
中
院
入
道
へ
遣

わ
し
た
。
以
上
は
百
首
の
成
立
事
情
で
あ
り
、
最
後
に
慶
長
十
四
年
（
一
六

〇
九
）
八
月
二
十
六
日
の
日
付
を
記
す
。

立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
『
詠
百
首
和
歌
』
に
つ
い
て

川

崎

佐
知
子

一



右
の
奥
書
を
信
ず
れ
ば
、
こ
の
一
軸
は
、
良
恕
親
王
（
一
五
七
四
│
一
六

四
三
）
が
、
中
院
通
勝
（
也
足
軒
素
然
、
一
五
五
六
│
一
六
一
〇
）
に
批
点

を
乞
う
た
百
首
を
再
吟
し
、
八
条
宮
智
仁
親
王
（
一
五
七
九
│
一
六
二
九
）

に
相
談
の
う
え
、
中
院
通
勝
に
差
し
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

作
者
の
良
恕
親
王
は
、
曼
殊
院
第
二
十
八
世
門
跡
。
天
台
座
主
。
諡
号
、

龍
華
院
宮
。
陽
光
太
上
天
皇
（
誠
仁
親
王
）
第
三
皇
子
。
母
は
新
上
東
門
院

勧
修
寺
晴
子
。
ま
と
ま
っ
た
家
集
は
存
し
な
い
が
、
慶
長
十
年
九
月
十
六
日

に
催
さ
れ
た
『
慶
長
千
首
』
に
三
十
六
首
入
集
す
る
な
ど
、
宮
中
歌
会
で
活

躍
し
た
。
年
譜
は
、
新
井
栄
蔵
氏
「
桜
町
上
皇
勅
封

曼
殊
院
蔵

古
今
伝
授

一
箱
│
曼
殊

院
本
古
今
伝
授
関
係
資
料
七
十
三
種
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
国
語
国
文
』
第
四

五
巻
第
七
号
・
五
〇
三
号

一
九
七
六
年
七
月
）、
越
智
美
登
子
氏
「
解
説
」

（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
十
一
『
叢
塵
集

曼
殊
院
蔵
』
臨
川
書
店

一
九
七
八
年
）、
同
氏
「
解
説
」（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
四
十
五
・

四
十
六
『
良
恕
聞
書

曼
殊
院
蔵
』
上
下

臨
川
書
店

一
九
八
四
年
）、

『
正
親
町
天
皇
実
録
』
第
二
巻
（
天
皇
皇
族
実
録
１
０
０

ゆ
ま
に
書
房

二
〇
〇
五
年
）
所
収
「
皇
孫
良
恕
親
王
」
項
に
詳
し
い
。
越
智
美
登
子
氏

「
良
恕
聞
書
の
世
界
」（『
国
語
国
文
』
第
四
七
巻
第
一
号
・
五
二
一
号

一

九
七
八
年
一
月
）
は
、
良
恕
親
王
筆
聞
書
七
冊
（
前
掲
の
京
都
大
学
国
語
国

文
資
料
叢
書
十
一
お
よ
び
四
十
五
・
四
十
六
に
影
印
・
翻
刻
掲
載
）
を
論

じ
、
歌
壇
的
活
動
に
も
言
及
す
る
。

智
仁
親
王
は
良
恕
親
王
の
同
腹
弟
。『
図
書
寮
叢
刊

智
仁
親
王
詠
草
類
』

一
・
二
・
三
（
宮
内
庁
書
陵
部

一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
〇
年
・
二
〇
〇
一

年
）
所
載
の
詠
草
に
よ
り
、
良
恕
親
王
の
聖
廟
御
法
楽
、
中
院
通
勝
の
月
次

歌
会
に
参
会
し
た
こ
と
な
ど
が
窺
い
知
れ
る
。
慶
長
五
年
、
細
川
幽
斎
よ
り

古
今
伝
授
を
受
け
た
。
慶
長
五
年
よ
り
同
十
四
年
に
か
け
て
、
中
院
通
勝
の

添
削
を
受
け
た
（『
図
書
寮
叢
刊

智
仁
親
王
詠
草
類
』
三
所
収
「
解
題
」

に
拠
る
）。

中
院
通
勝
に
つ
い
て
は
、
日
下
幸
男
氏
『
中
院
通
勝
の
研
究
│
年
譜
稿
篇

・
歌
集
歌
論
篇
│
』（
勉
誠
出
版

二
〇
一
三
年
）
に
良
恕
親
王
と
の
関
係

を
論
じ
る
。
ま
た
、
良
恕
親
王
の
和
歌
門
弟
、
山
本
正
重
に
よ
る
『
正
重
聞

書
』
を
翻
刻
掲
載
す
る
。

立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
『
詠
百
首
和
歌
』
に
附
属
す
る
文
書
類
に
触
れ
て

（
�
）

お
く
。
伝
来
に
関
わ
る
も
の
に
、
恒
川
了
廬
（
一
七
七
五
│
一
八
六
〇
）
の

極
札
が
あ
る
。
札
表
に
「
曼
殊
院
良
恕
入
道
親
王
」
と
記
し
、
方
形
陰
刻
朱

印
（
印
記
「
辨
物
正
言
」）、
お
よ
び
瓢
形
単
郭
陽
刻
朱
印
（
印
記
「
了
廬
」）

を
捺
す
。
札
裏
の
上
部
に
「
癸
丑
五
」（
寛
政
五
年
〔
一
七
九
三
〕）
と
墨
書

し
、
方
形
単
郭
陽
刻
朱
印
（
印
記
「
温
故
知
新
」）
の
割
印
を
捺
す
。
同
中

央
部
に
「
慶
長
十
四
年
八
月
廿
六

日
百
首
巻
奥
書
ア
リ

」
と
墨
書
し
、
方
形
単
郭
陽
刻
朱
印
（
印
記

「
経
」）
を
捺
す
。

古
い
巻
緒
が
残
り
、
そ
の
包
紙
に
「
曼
殊
院
宮
良
恕
親
王
巻
紐
／
大
正
二

年
癸
丑
四
月
買
求
の
新
調
取
換
ナ
リ
、」
と
記
す
。
買
求
の
大
正
二
年
四
月

以
前
に
は
、
西
本
願
寺
に
蔵
さ
れ
た
。『
大
谷
家
（
本
派
本
願
寺
）
旧
御
蔵

品
入
札

第
壱
回
』（
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕
三
月
二
十
七
日
・
二
十
八

日
・
二
十
九
日
・
三
十
日
下
見
、
四
月
一
日
入
札
当
日
。
場
所
、
本
派
本
願

寺
御
殿
）
の
三
二
頁
に
、
一
〇
七
七
「
良
恕
親
王
百
首
詠
歌
巻
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
る
。
内
箱
の
調
製
は
そ
の
時
分
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
状
の
改
装
は

二



買
求
者
に
拠
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
和
歌
大
辞
典
』（
明
治
書
院

一
九
八
六
年
）
の
「
良
恕
法
親
王
詠
草
」

項
（
井
上
宗
雄
氏
執
筆
）
に
、「
慶
長
一
四

一
六
〇
九
年
八
月
の
百
首
歌

（
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
森
文
庫
蔵
の
『
類
聚
点
取
和
歌
』
所
収
ほ
か＝

自

筆
本
も
存
す
る
由
）」
と
記
す
。
そ
の
の
ち
、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史

の
研
究

室
町
後
期
』（
改
訂
新
版

明
治
書
院

一
九
八
七
年
）
に
お
い

て
、「
昭
四
六
５
松
坂
屋
古
書
逸
品
大
即
売
展
目
録
」
に
「
慶
長
十
四
年
八

月
廿
六
日
」
付
け
の
奥
書
の
あ
る
「
良
恕
法
親
王
歌
巻
」
一
軸
の
巻
末
の
写

真
版
が
掲
出
さ
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。『
松
坂
屋
古
書
逸
品
大
即
売
展
目

録
』（
会
期

一
九
七
一
年
五
月
十
一
日
│
五
月
十
六
日

会
場

松
坂
屋

上
野
展
本
館
六
階
催
事
場
）
六
十
四
頁
掲
載
の
二
二
四
「
良
恕
法
親
王
歌
巻

詠
百
首
和
歌
（
四
季
恋
雑
）
慶
長
十
四
年
奥
書

巻
子
仕
立
」
を
確
認
し

た
。
同
書
の
写
真
版
は
、
題
「
山
家
人
稀
」
歌
よ
り
巻
軸
の
題
「
社
頭
祝

君
」
歌
ま
で
の
十
首
、
お
よ
び
奥
書
で
あ
る
。
立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
『
詠

百
首
和
歌
』（
９１
│
１００
番
歌
）
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
掲
載
部
分
の
本
文
は
、

用
字
、
字
配
り
、
見
せ
消
ち
、
右
傍
へ
の
書
き
入
れ
も
含
め
、
完
全
に
一
致

す
る
。
同
じ
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
原
本
の
閲
覧
、
翻
刻
の
公
開
を
許
可
し
て
下
さ
い
ま
し
た

立
命
館
大
学
図
書
館
に
、
篤
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
研
究
は
、JSPS

K
A
K
EN
H
I
G
rantN

um
ber

JP20K
00354

の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
す
。

注（
１
）
恒
川
了
廬
に
つ
い
て
は
、
松
本
文
子
氏
「
お
ど
け
の
玉
晁
│
恒
川

了
廬
を
よ
く
知
る
男
│
」（『
国
文
鶴
見
』
第
四
十
三
号

二
〇
〇
九

年
三
月
）、
同
氏
「
先
ん
じ
て
の
扶
持
│
了
廬
が
支
え
た
大
舞
台
│
」

（『
国
文
鶴
見
』
第
四
十
四
号

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
同
氏
「
退
か

れ
ぬ
事
情
│
了
廬
が
負
っ
た
二
〇
〇
両
│
」（『
国
文
鶴
見
』
第
四
十

五
号

二
〇
一
一
年
三
月
）、
同
氏
「
恒
川
了
廬
の
用
印
│
あ
わ
せ

て
名
の
表
記
に
つ
い
て
│
」（『
国
文
鶴
見
』
第
四
十
六
号

二
〇
一

二
年
三
月
）、
同
氏
「
木
下
右
衛
門
大
夫
の
「
右
衛
門
切
」
か
│
了

廬
係
、
恒
川
経
二
郎
の
模
写
を
手
が
か
り
に
│
」（『
国
文
鶴
見
』
第

五
十
一
号

二
〇
一
七
年
三
月
）、
お
よ
び
、
松
本
文
子
氏
「【
略
年

譜
】
古
筆
目
利

恒
川
了
廬
（
一
）
│
尾
張
徳
川
家
『
御
小
納
戸
日

記
』
よ
り
│
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
第
十
四
号

二
〇
一
〇
年
三

月
）、
同
氏
「【
略
年
譜
】
古
筆
目
利

恒
川
了
廬
（
二
）
│
尾
張
徳

川
家
『
御
小
納
戸
日
記
』
よ
り
│
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
第
十
五
号

二
〇
一
一
年
三
月
）、
同
氏
「【
略
年
譜
】
古
筆
目
利

恒
川
了
廬

（
三
）
│
尾
張
徳
川
家
『
御
小
納
戸
日
記
』
よ
り
│
」（『
鶴
見
日
本

文
学
』
第
十
七
号

二
〇
一
三
年
三
月
）、
同
氏
「【
略
年
譜
】
古
筆

目
利

恒
川
了
廬
（
一
）
末
尾
再
掲
│
尾
張
徳
川
家
『
御
小
納
戸
日

記
』
よ
り
│
」（『
鶴
見
日
本
文
学
』
第
十
八
号

二
〇
一
四
年
三

月
）、
同
氏
「【
略
年
譜
】
古
筆
目
利

恒
川
了
廬
（
二
）
弘
化
二
年

分
再
掲
│
尾
張
徳
川
家
『
御
小
納
戸
日
記
』
よ
り
│
」（『
鶴
見
日
本

文
学
』
第
二
十
号

二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
『
詠
百
首
和
歌
』
に
つ
い
て

三



〔
凡
例
〕

立
命
館
大
学
図
書
館
蔵
『
詠
百
首
和
歌
』（
請
求
記
号
〈911.15/R

96

〉、

資
料
番
号
〈11003488640

〉）
を
全
文
翻
刻
す
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、

原
本
に
忠
実
で
あ
る
よ
う
努
め
た
が
、
つ
ぎ
に
記
す
方
針
に
よ
り
、
あ
ら
た

め
た
箇
所
が
あ
る
。

一
、
字
高
、
改
行
な
ど
の
本
文
の
様
式
は
、
原
則
と
し
て
原
本
の
と
お
り

と
し
た
。

二
、
本
文
の
仮
名
遣
い
、
清
濁
、
お
ど
り
字
な
ど
の
表
記
は
、
原
則
と
し

て
原
本
を
倣
っ
た
。

三
、
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。

四
、
原
本
に
あ
る
見
せ
消
ち
は
、
取
消
線
（「

」）
で
示
し
た
。

五
、
便
宜
上
、
和
歌
に
通
し
番
号
を
付
し
、
各
初
句
の
前
に
算
用
数
字
で

示
し
た
。

〔
翻
刻
〕

詠
百
首
和
歌

沙
門
良
恕

関
路
早
春

１
さ
き
ぬ
へ
き
花
の
名
こ
そ
の
関
と
て
や

戸
さ
ゝ
ぬ
山
に
春
は
来
ぬ
ら
し

湖
上
朝
霞
〽
朝
ほ
ら
け
霞
に
か
よ
ふ
に
ほ
の
海
の

舟
に
の
と
け
き
波
の
春
か
せ

２
朝
ほ
ら
け
志
賀
の
か
ら
崎
ふ
も
と
と
は

か
す
め
る
浪
の
い
つ
こ
な
る
ら
む

霞
隔
遠
樹

３
ま
き
も
く
の
ひ
は
ら
の
と
山
く
も
り
し
は

中
�
�
か
す
む
た
え
ま
な
り
け
り

羇
中
聞
鶯

４
な
れ
も
又
お
な
し
旅
ね
や
い
そ
く
ら
む

あ
さ
た
つ
野
へ
の
う
く
ひ
す
の
声

隣
家
竹
鶯

５
中
垣
の
竹
の
さ
枝
の
一
か
た
に

や
と
ら
す
き
な
け
春
の
う
く
ひ
す

田
辺
若
菜

６
花
か
た
み
め
な
ら
ふ
方
に
さ
そ
は
れ
て

門
田
の
面
の
わ
か
菜
を
そ
つ
む

野
外
残
雪

７
春
草
は
ま
た
萌
や
ら
て
の
こ
る
野
や

こ
そ
の
枯
生
の
は
つ
雪
の
色

山
路
梅
花

８
梅
か
ほ
る
山
路
の
木
陰
た
つ
ね
す
は

人
の
こ
ゝ
ろ
や
花
も
う
ら
み
む

梅
薫
夜
風
〽
人
め
よ
く
匂
ひ
な
る
ら
し
春
の
夜
の

枕
と
ひ
く
る
梅
の
し
た
風

９
春
の
夜
の
夢
は
か
ひ
な
く
い
く
度
か

に
ほ
ひ
に
さ
む
る
梅
の
し
た
風

水
辺
古
柳

四



１０
こ
ほ
り
と
く
水
の
み
と
り
に
川
き
し
の

く
ち
木
の
柳
春
や
し
る
ら
む

雨
中
待
花

１１
な
か
め
つ
ゝ
木
の
め
も
春
の
雨
の
日
に

つ
れ
な
き
は
な
の
色
そ
ま
た
る
ゝ

野
花
留
人

１２
こ
ゝ
ろ
の
み
と
ま
る
野
守
か
庵
に
き
て

あ
や
し
や
く
ら
す
花
の
し
た
陰

遠
望
山
花

１３
帰
る
へ
き
ゆ
ふ
へ
も
し
ら
ぬ
色
な
ら
し

居
る

こ
り
入
み
ね
の
は
な
の
し
ら
雲

暁
庭
落
花

１４
ね
さ
め
す
る
枕
に
き
け
は
ち
る
比
の

花
に
あ
や
な
き
庭
の
ま
つ
風

故
郷
夕
花

１５
さ
ひ
し
さ
の
秋
い
か
な
ら
ん
ふ
る
郷
の

は
な
に
ま
き
れ
ぬ
ゆ
ふ
へ
思
へ
は

河
上
春
月

１６
た
く
ひ
や
は
影
も
か
す
み
に
こ
も
り
江
の

は
つ
せ
の
川
の
波
の
う
へ
の
月

深
夜
帰
雁

嶺

１７
横
雲
も
ま
た
あ
け
や
ら
ぬ
山
越
て

わ
か
る
ゝ
空
の
か
り
の
一
こ
ゑ

藤
花
随
風

１８
ふ
く
か
ら
に
松
か
せ
に
ほ
ふ
水
の
面
の

木
す
ゑ
色
わ
く
池
の
藤
な
み

橋
辺
款
冬

に

１９
大
井
川
は
し
ゆ
く
人
は
山
ふ
き
の

花
や
咲
ぬ
と
と
へ
と
こ
た
へ
ぬ

舟
中
暮
春

２０
く
れ
て
し
も
春
の
行
ゑ
や
ゆ
ら
の
と
を

わ
た
る
舟
路
の
波
に
た
く
へ
ん

卯
花
隠
路

２１
た
れ
住
て
う
の
花
か
き
の
葎
生
も

は
ら
は
ぬ
ま
ゝ
の
雪
の
し
た
み
ち

初
聞
郭
公
〽
聞
つ
と
も
何
か
さ
た
め
ん
郭
公

ま
た
里
な
れ
ぬ
初
音
な
り
せ
は

２２
里
わ
く
と
何
か
う
ら
み
む
ほ
と
ゝ
き
す

き
く
人
か
ら
の
初
音
な
り
せ
は

山
家
郭
公

２３
こ
ゝ
ろ
あ
ら
は
わ
か
す
む
山
の
ほ
と
ゝ
き
す

う
き
世
の
外
の
事
か
た
ら
な
む

池
朝
菖
蒲
〽
池
水
に
今
朝
ひ
き
そ
へ
て
あ
や
め
ふ
く

軒
の
し
の
ふ
そ
露
に
し
け
れ
る

２４
う
き
草
も
あ
や
め
も
わ
か
て
刈
わ
た
す

池
の
こ
ゝ
ろ
は
今
朝
そ
み
え
ぬ
る

閑
居
蚊
遣

２５
暮
ぬ
れ
は
軒
は
に
す
た
く
か
や
り
火
の
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け
ふ
り
す
く
な
き
宿
の
さ
ひ
し
さ

廬
橘
驚
夢
〽
手
ま
く
ら
の
匂
ひ
に
し
た
ふ
た
ち
花
の

身
は
い
に
し
へ
の
夢
を
た
と
り
て

２６
夢
か
と
よ
身
の
い
に
し
へ
を
た
ち
花
の

か
ほ
る
ま
く
ら
に
お
も
ひ
出
て
は

杜
五
月
雨

２７
神
な
ひ
の
も
り
は
時
雨
の
色
な
ら
て

み
と
り
に
ぬ
る
ゝ
五
月
雨
の
比

野
夕
夏
草

２８
秋
に
さ
く
花
よ
り
も
先
わ
け
て
み
む

な
つ
野
の
草
の
露
の
ゆ
ふ
へ
を

澗
底
蛍
火

２９
お
も
ひ
に
は
し
つ
む
な
ら
ひ
と
谷
水
の

ほ
た
る
の
か
け
そ
み
た
る
ゝ

底
に
み
た
れ
て
ほ
た
る
飛
な
り

行
路
夕
立
〽
ふ
り
き
つ
る
野
へ
と
み
つ
ゝ
も
夕
た
ち
の

や
と
り
た
に
な
き
道
や
い
そ
か
ん

３０
松
一
木
や
と
る
野
中
に
を
く
れ
き
て

雨
は
あ
し
と
く
す
く
る
夕
た
ち

初
秋
朝
風

３１
涼
し
さ
も
あ
り
し
よ
り
け
に
今
朝
し
も
そ

袖
に
お
ほ
ゆ
る
秋
の
は
つ
風

閏
月
七
夕

３２
逢
み
て
の
後
の
ふ
つ
き
の
七
夕
や

名

に

し

た

つ

ら

ん

人
た
の
め
な
る
ち
き
り
か
け
ゝ
む

野
亭
夕
萩

３３
夕
か
け
の
露
け
さ
そ
へ
て
草
の
戸
に

こ
は
き
花
さ
く
野
へ
の
色
か
な

江
辺
暁
荻

３４
う
し
ほ
み
つ
江
の
水
さ
む
み
あ
か
月
は

荻
の
葉
し
ほ
り
う
ら
風
そ
ふ
く

山
家
初
雁

３５
よ
き
て
な
く
声
と
し
も
な
し
山
さ
と
の

秋
の
な
み
た
を
そ
ふ
る
か
り
か
ね

海
上
待
月

３６
碇
お
ろ
し
と
ま
る
夜
舟
は
う
ら
波
に

月
ま
つ
ほ
と
の
風
な
こ
む
な
り

松
間
夜
月

も

る

３７
散
う
せ
ぬ
松
の
葉
つ
た
ひ
ゆ
く
月
に

ふ
か
せ
て
し
か
な
木
か
ら
し
の
声

深
山
見
月

３８
山
ふ
か
き
苔
の
し
つ
く
を
き
く
夜
半
の

秋
の
あ
は
れ
は
月
も
し
り
て
よ

草
露
映
月

３９
く
る
ゝ
野
の
草
は
み
な
か
ら
す
む
月
の

ひ
か
り
を
露
の
色
と
こ
そ
み
れ

関
路
惜
月

４０
よ
し
さ
ら
は
う
ち
も
ね
な
ゝ
む
更
る
夜
の

月
を
と
ゝ
め
ぬ
す
ま
の
関
も
り

六



鹿
声
夜
友

４１
お
と
ろ
か
す
夢
よ
り
後
の
秋
の
夜
は

鹿
の
音
な
ら
ぬ
友
た
に
も
な
し

田
家
擣
衣

４２
露
霜
の
を
く
て
の
小
田
の
い
ほ
り
に
も

す
む
と
し
ら
れ
て
こ
ろ
も
う
つ
声

古
渡
夕
霧

４３
遠
か
ら
て
い
つ
か
は
や
す
の
わ
た
り
せ
む

ゆ
ふ
霧
ま
よ
ふ
末
の
し
ら
波

秋
風
満
野

く

れ

４４
ふ
く
音
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
野
へ
そ
な
き

の

野

へ

い
つ
く
を
み
る
も
風
の
小
薄

籬
下
聞
虫
〽
を
の
つ
か
ら
虫
も
な
く
な
り
わ
か
や
と
の

草
の
ま
か
き
は
露
ふ
か
く
し
て

４５
秋
の
色
な
く
さ
め
草
の
ま
か
き
よ
り

か
れ
ん
物
と
も
し
ら
ぬ
虫
の
音

紅
葉
写
水

４６
川
水
に
う
つ
ろ
ふ
か
け
そ
さ
は
く
な
る

な
み
を
あ
ら
し
の
瀬
々
の
紅
葉
は

山
中
紅
葉

４７
声
た
に
も
聞
え
ぬ
山
に
と
ふ
鳥
の

は
ね
す
の
も
み
ち
時
雨
て
そ
行

露
底
槿
花

４８
消
の
こ
る
露
さ
へ
あ
る
に
あ
さ
か
ほ
の

竹
の
葉
か
く
れ
何
し
ほ
る
ら
ん

河
辺
菊
花

４９
こ
ほ
れ
て
の
匂
ひ
も
ふ
か
し
水
無
瀬
川

い
つ
の
世
よ
り
の
菊
の
し
た
露

独
惜
暮
秋
〽
た
へ
き
つ
ゝ
う
き
身
に
か
き
る
秋
の
色
も

な
る
ゝ
を
い
と
ふ
わ
か
れ
と
そ
な
る

５０
身
の
た
く
ひ
あ
ら
ぬ
お
も
ひ
の
秋
さ
へ
も

く
る
れ
は
忍
ふ
な
ら
ひ
と
を
し
れ

初
冬
時
雨

５１
天
津
風
ふ
き
と
ち
や
ら
て
し
く
る
ゝ
は

雲
の
か
よ
ひ
路
冬
や
き
ぬ
ら
む

霜
埋
落
葉

５２
く
れ
な
ゐ
の
色
そ
め
返
し
木
々
は
み
な

お
ち
葉
か
う
へ
の
霜
そ
ふ
か
ゝ
る

屋
上
聞
霰

５３
風
さ
そ
ふ
音
は
あ
ら
れ
の
た
ま
さ
か
に

夢
も
む
す
は
ぬ
真
木
の
屋
の
内

古
寺
初
雪

５４
降
そ
め
て
後
い
か
は
か
り
大
ひ
え
や

よ
川
の
杉
の
雪
の
し
た
葉
は

庭
雪
厭
人

５５
ふ
ま
は
お
し
と
音
信
た
え
て
こ
ゝ
ろ
あ
る

人
に
く
か
ら
ぬ
庭
の
雪
か
な

海
辺
松
雪
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５６
う
ら
風
に
雪
ふ
き
ま
せ
て
松
た
て
る

洲
さ
き
の
波
の
色
そ
わ
か
れ
ぬ

水
郷
寒
蘆

５７
霜
さ
む
み
枯
ふ
す
陰
を
み
し
ま
江
や

み
し
に
も
あ
ら
ぬ
波
の
む
ら
あ
し

湖
上
千
鳥

５８
あ
ま
小
舟
い
さ
り
火
く
れ
て
友
さ
そ
ふ

か
た
ゝ
の
浦
に
千
と
り
鳴
な
り

寒
夜
水
鳥

５９
こ
ほ
る
夜
は
波
に
う
き
寝
の
を
し
鴨
の

心
し
ら
れ
て
袖
そ
さ
え
行

歳
暮
澗
水

６０
な
か
れ
て
は
か
へ
ら
ぬ
物
か
ゆ
く
年
と

谷
の
水
と
し
よ
と
む
瀬
も
な
し

初
尋
縁
恋

６１
つ
ま
琴
の
音
に
う
か
れ
つ
ゝ
け
ふ
は
ま
つ

雪
の
こ
す
の
と
た
つ
ね
て
そ
よ
る

聞
声
忍
恋

６２
物
こ
し
の
に
た
る
声
さ
へ
そ
れ
か
と
も

い
は
て
お
も
ひ
を
つ
ゝ
む
く
る
し
さ

忍
親
昵
恋

６３
と
も
す
れ
は
心
ゆ
る
し
て
む
つ
ま
し
き

人
に
涙
の
も
れ
ん
と
や
す
る

祈
不
会
恋

６４
う
き
な
か
ら
し
ゐ
て
祈
る
も
つ
れ
な
し
と

お
も
は
む
神
の
こ
ゝ
ろ
は
つ
か
し

旅
宿
逢
恋

６５
な
へ
て
世
は
か
り
の
や
と
り
と
契
り
て
も

一
夜
の
草
の
ま
く
ら
か
な
し
き

兼
厭
暁
恋

６６
こ
よ
ひ
し
も
い
か
に
ね
て
ま
し
鳥
の
音
に

は
か
ら
れ
む
身
の
わ
か
れ
な
り
せ
は

帰
無
書
恋

６７
さ
夜
こ
ろ
も
た
ち
別
き
て
袖
ぬ
ら
す

露
の
玉
つ
さ
み
ぬ
程
そ
う
き

遇
不
逢
恋

６８
い
ま
は
た
ゝ
命
な
か
さ
そ
う
ら
み
な
る

は
て
は
物
う
き
む
か
し
か
た
り
に

契
経
年
恋

６９
手
を
折
て
か
そ
ふ
る
中
に
か
さ
な
れ
る

年
は
わ
か
世
の
ち
き
り
な
ら
す
や

疑
真
偽
恋
〽
偽
の
あ
る
て
ふ
人
も
わ
す
ら
れ
て

何
こ
の
く
れ
と
た
の
み
か
け
ゝ
む

７０
い
つ
は
り
の
あ
る
て
ふ
人
に
我
ま
こ
と

こ
ゝ
ろ
か
へ
す
る
お
り
を
こ
そ
ま
て

返
事
増
恋
〽
い
か
に
せ
ん
稀
に
も
心
な
く
さ
ま
て

お
な
し
つ
ら
さ
の
文
の
か
へ
し
は

７１
書
や
り
し
そ
の
こ
と
の
葉
は
茂
り
そ
ひ
て

八



か
へ
す
に
つ
ら
き
水
く
き
の
跡

被
厭
賤
恋

７２
人
こ
ゝ
ろ
お
も
へ
は
つ
ら
し
い
と
は
る
ゝ

身
は
山
か
つ
と
い
ひ
も
け
た
れ
て

途
中
契
恋

は

せ

し

な

７３
忘
れ
る
な
よ
わ
す
れ
し
と
て
も
道
の
へ
の

露
の
ち
き
り
の
か
こ
と
は
か
り
も

従
門
帰
恋

７４
立
う
か
れ
思
ふ
し
る
し
も
す
き
の
門
の

あ
け
ぬ
に
か
へ
る
哀
を
も
し
れ

忘
住
所
恋

７５
め
く
り
あ
は
む
し
る
へ
と
も
か
な
難
波
津
の

里
に
事
と
ふ
小
車
の
道

依
恋
祈
身

７６
は
か
な
く
も
あ
ら
は
逢
世
の
た
の
み
と
て

身
は
い
か
さ
ま
に
い
の
り
て
を
み
ん

隔
遠
路
恋

７７
わ
か
お
も
ひ
し
ほ
る
な
み
た
の
海
山
を

中
に
へ
た
つ
る
夕
く
れ
は
う
し

借
人
名
恋

７８
あ
ち
き
な
く
名
を
か
る
か
や
の
下
葉
ま
て

み
た
る
ゝ
色
や
身
に
な
ら
ふ
ら
む

絶
不
知
恋

７９
お
ほ
か
た
の
程
こ
そ
あ
ら
め
た
か
と
か
も

し
ら
れ
す
し
ら
て
世
を
つ
く
せ
と
や

互
恨
絶
恋

８０
絶
に
け
り
あ
は
れ
二
見
の
う
ら
み
つ
ゝ

ひ
ろ
ふ
か
ひ
な
き
心
く
ら
へ
も

暁
更
寝
覚

８１
ち
か
ゝ
ら
ぬ
老
の
ま
く
ら
に
い
つ
か
さ
て

な
れ
ん
ね
さ
め
の
あ
か
つ
き
の
空

薄
暮
松
風

８２
夕
�
�
み
や
こ
の
う
ち
も
深
山
辺
と

う
た
か
は
れ
ぬ
る
軒
の
ま
つ
風

雨
中
緑
竹

８３
雨
つ
た
ふ
竹
の
す
ゑ
葉
は
雪
に
み
し

色
よ
り
お
も
き
露
や
を
く
ら
む

浪
洗
石
苔

８４
む
す
ま
ゝ
に
苔
の
こ
ろ
も
や
あ
ら
ふ
ら
む

奥
の
岩
こ
す
波
の
た
ひ
�
�

高
山
待
月

８５
な
か
空
の
雲
ま
に
た
か
き
山
も
あ
れ
や

月
代
み
え
て
重
き
夜
比
は

山
中
瀧
水

８６
も
ろ
こ
し
の
山
よ
り
落
て
布
さ
ら
す

瀧
の
し
ら
波
月
や
す
む
ら
し
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河
水
流
清

８７
底
は
み
な
も
く
つ
な
か
れ
て
三
輪
川
の

に
こ
り
た
に
な
き
水
の
色
か
な

春
秋
野
遊

８８
春
に
き
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も
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関
路
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客

８９
富
士
の
根
も
関
路
に
ち
か
し
ゆ
く
人
の

た
う
け
を
こ
ゆ
る
あ
し
か
ら
の
山

山
家
夕
嵐

９０
柴
の
戸
を
た
ゝ
く
ゆ
ふ
へ
の
あ
ら
し
を
も

世
の
あ
り
さ
ま
と
聞
は
す
て
め
や

山
家
人
稀

９１
薪
と
る
こ
の
山
人
の
こ
ゑ
た
に
も

き
く
に
ま
れ
な
る
谷
の
し
た
庵

海
路
眺
望

つ

も

９２
あ
か
す
み
む
塩
干
し
ほ
み
ち
う
ら
風
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し
つ
ま
る
お
き
の
舟
の
ゆ
き
ゝ
は

月
羇
中
友

９３
物
お
も
ふ
月
と
は
た
れ
か
な
か
め
け
む

た
ひ
寝
友
な
ふ
影
も
こ
そ
あ
れ

旅
宿
夜
雨

９４
あ
す
は
又
い
て
ん
方
な
き
夜
の
雨
に

旅
の
や
と
り
の
い
ふ
せ
さ
そ
し
る

海
辺
暁
雲

９５
波
間
よ
り
し
ら
む
と
み
え
て
海
こ
し
の

山
か
つ
ら
も
や
あ
け
ん
と
す
ら
ん

寄
夢
無
常

９６
う
つ
ゝ
に
は
な
き
を
か
そ
へ
て
さ
ぬ
る
夜
の

夢
て
ふ
物
そ
人
の
世
中

寄
草
述
懐

９７
も
し
ほ
草
か
く
跡
い
か
て
あ
は
れ
と
も

い
ふ
へ
き
人
は
わ
か
の
う
ら
波

寄
木
述
懐

９８
余
所
に
の
み
み
て
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つ
ら
な
る
枝
な
か
ら

中

の

木

か

け

し
け
ら
ぬ
木
々
の
か
た
へ
さ
ひ
し
き

逐
日
懐
旧

９９
身
の
む
か
し
こ
れ
そ
ゝ
れ
と
は
し
ら
な
く
に

過
る
月
日
を
忍
ふ
わ
り
な
さ

社
頭
祝
君

１００
お
さ
ま
れ
る
時
と
は
し
る
し
わ
か
君
の

世
を
わ
た
り
会
の
み
や
つ
く
り
せ
り

此
百
首
者
従
上
巳
始
而
六
月
十
四
日
遂
其
功

畢
然
者
依
好
便
此
一
巻
令
清
書
中
院
入
道

合
點
之
儀
所
望
之
処
及
再
吟
後
悔
之
事
数
多
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改
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